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【目的】

透析通信システムには､安全作のr'''J｣:､菜

務効率化､高機能化など多くの利J.'よがある｡

しかし､個々の施設ごとでは､利川状況が異

なり､施設毎にソフ トを開発することは不吋

能である.そこで､lilf;;では､透析過1.号システ

ム (FN)を析川するため､汎J月のデータベー

スソフ トによる活川を検討したので報P,'･する

【方法】

Microsoft杜AccesSを利別LODBCドライバ
l)を介 して､FN内の参川.i-I-†能なすべてのデー

タをAccessのテーブルとリンクさせ､Access

の機能を利用し抽旧､鵜計､ 帳II.liTr=lJkf)II､HiJJ
などを簡単に利用できるよう作JJkした,i(図

I)作成した項目は､検衣オーダー､緊急時

連絡カー ド､透析効率-･乾､その他必'A'項目
をEXCELなどに川ノ)できたが､今rFrl搾'lli-す
る内容はその一･件として､緊急時辿紡カー ド

の作成法と透析効率 ･覧裂について報',I.'･する
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l緊急時連絡カー ドの作成

心祈氏名､代所､緊急連絡先､血哩､原疾

.Ei1､感馳1lE､禁忌薬､透析条件など災帯時に

必磐な項目をFNより抽HjL､AcceSSレポー
トにてJIlTT.し作成した｡(図2)以前までは･Ti
#きでの杏き込みで緊急連絡カー ドを作成 し

ていたが､入力ミスが生じたり､更新されな

いことが多数あった｡感牡痛や連絡先などは

近,fg7的に情報を調べる必要があり､FN内の恭

本情報や透析条件を常に反映できるようにな

ると人力ミスが無く､また定期的な更新が簡

恥に行なえる｡
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2透析効率一覧表の作成

当院のオーダシステムから､Accessを利用

し､ODBCを介して透析恕者の採血結果､採
血日を抽出し､FNでは､採血施行期間のID､
透析 El､氏名､身長､体重､血Jl三､CTR､ダ
イアライザー､血流量などを抽LHした｡これ

らの抽出項目をID と採血円､透析施行 日でリ

ンクさせ､データを抽出し､さらにAccesSVBA

プ ログ ラム 2)を利 用 し､KT/V､nPCR､
TACbun､%CGR､塩分摂取罷､体内水分量な
どを出力する｡ 3) (図3)これらのデータを

元に患者指導を行ったり､事例検討会用資料

として用いている｡
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【考察】

透析通信システムは､業務の効率化､最適

な治療､患者サービスの向上などが利点とさ

れ､保存されたデータを様々な帳票や外部-

の出力も可能となっている｡しかし､施設に

あった使用や､帳票の作成には限界がある｡

また､当院でもオーダシステム内で検査結果

の閲覧や印刷は可能であるが､出力 し活用や

加工はできない｡各ソフ ト内では､データの

管理が可能であるが､そのままでは､共有す

ることはできない｡ Lや､し､これらを施設転

でのカスタマイズやデータの共有化を図るに

は時間と費用がかかるため､結局使用法に制

限を強いられることが多い｡

そこで我々は､汎用ソフ トを利用し､FN内
のデータを参照し､加工することで緊急時連

絡カー ド4)を作成 したoこのようなカー ドは､

FN内の帳票では作成されていないが､汎用ソ
フ トを利用することでレイアウ トなどが容易

に変更可能で､さまざまな応用が可能となっ

た｡また､検査結果とFN内のデータを共有
することで､透析効率の計算が容易に行なえ

透析データの活用範囲が拡大された｡

FN内のデータを汎用ソフトで利用するこ
とは応用が容易で､安価であり､効率化､最

適治療､患者サービス-更なる向上が期待で

きた｡ デ ー タの共 有 化 が あ る程 度 可 能

で､今後さらに活用範囲を展開したい｡

【結語】

･FNにODBCを介し汎用ソフ トによる活用
を行った｡

･データの活用が可能でより業務効率､患者

サービス-の向上が期待できる｡

･データ共有化に対 し､更なる検討を行いた

い｡
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